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　９月15日、林崎小学校で“こどもの街をつくる会”と“川東地
区老人連合会”の主催により、３世代ふれあいフェスティバル
が開催されました。
　18回目となるこの取り組みは、平成 4 年 9 月に実施された
学校週 5 日制の導入に合わせて、校区内の全ての子どもたち
が、豊かな遊びや生活活動などを通して健やかに成長してい
くことを願い、地域でバックアップしていこうと始まりました。
　地域の児童ら60人が参加し、お手玉・けん玉・木ごま・紙飛
行機などの“昔あそび”を楽しみ、世代間での交流を深めました。

“昔あそび” で楽しく交流
　３世代ふれあいフェスティバル

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 10



2平成24年10月号

実施期間  11月５日（月）～11月18日（日）

◆
平
成
23
年
度
市
民
提
案
制

度「
中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る

提
案
事
業
」で
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
城
ノ
内
中
学
校　
高た

か

橋は
し

瞭り
ょ
う

太た

さ
ん（
立
岩
）の『
鳴
門
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
す
る

日
の
設
立
』を
実
現
す
る
も
の

で
す
。

　
自
分
た
ち
の
住
む
鳴
門
の

ま
ち
の
た
め
に
、
で
き
る
こ

と
を
で
き
る
範
囲
で
市
民
自

ら
が
考
え
て
、「
何
か
を
や
っ

て
み
よ
う
」と
い
う
期
間
を
設

け
る
こ
と
で
、
鳴
門
の
ま
ち

を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て

い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
気
持
ち
と
社
会
貢
献
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

　
鳴
門
の
た
め
に
何
か
一
つ

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ｗｅ
Ｌｏｖｅ
な
る
と
デ
ー

　
　

        

っ
て
な
ぁ
に
？

中高生による市民提案優秀賞企画



平成24年10月号3 平成24年10月号

最
終
節（
対
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

千
葉
）

■
11
月
18
日（
日
）

　

２
０
１
２
自
転
車
王
国
と
く
し

ま
ラ
イ
ド
in
鳴
門

■具体的な行動例
・公園・広場、道路等の清掃や草刈りなどを行う
・公共の場所に草花を植える
・地域で防災について勉強する
・地域の歴史や文化などについて勉強する
・文化財の保護について関心を高める
・徳島ヴォルティスの応援に行く
・ブログなどで鳴門のＰＲをする
・観光客にあいさつをする
・鳴門の食材を食べる
・鳴門市内で買い物をする
・困っている人を助ける　など
ーー主に団体や事業者が取り組めることーー

・「鳴門がますます大好きになる」ことを目指して、  
   にぎわいイベントを企画実施する
・緑化推進のため花の種苗などを配布する
・鳴門にぎわいセールを開催する　など

　  
活
動
内
容

　

鳴
門
の
ま
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。（
※
左
記
行
動
例
参
照
）

　

鳴
門
の
た
め
に
何
か
一
つ
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
無
理
な
く
楽

し
く
が
一
番
で
す
。
期
間
中
に
み

ん
な
で
楽
し
く
鳴
門
の
た
め
に
少

し
で
も
良
く
な
る
こ
と
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
！

  

参
加
対
象
者

　
鳴
門
市
民（
個
人
・
グ
ル
ー
プ
は
問

い
ま
せ
ん
）。
も
ち
ろ
ん
、
鳴
門
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
も
大
歓
迎
で

す
。
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ＷｅＬｏｖｅなるとデー（鳴門のためにできることをする日）事前連絡票

個人名または団体名 　　　 団体の場合
は代表者名 　　

連 絡 先 電 話 番 号 実施日時 　

告知が必要なイベン
ト、参加者募集が必
要な活動を詳しくご
記入ください。（募集
要件もあれば）

実施場所

取 材 の
可 　 否 可　・　否

※ファクス（684・1336）・Eメール（welovenaruto@city.naruto.lg.jp）で連絡していただくか、市役所市民協働推
進課まで郵送または直接ご提出ください。

※留意事項
①ごみなどは分別にご協力ください。また、地域で決めら
れた収集日にお出しください。ボランティア袋（ごみ袋）は
市より提供しますので市民協働推進課にご相談ください。
②活動を行う際に、各種の許可申請手続きが必要な場合
は各自でお願いします。
③活動にあたっては、けがなどの事故がないよう細心の
注意を払い、各自の責任において対処してください。

  

活
動
報
告

　

広
報
な
る
と
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
活
動
報
告
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
場
合
は
、
活
動
報
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

報
告
書
や
提
出
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
る
と
11

月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

 
開
催
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

■
11
月
７
日（
水
）

　

第
27
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し

ま
２
０
１
２「
ま
ち
が
奏
で
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
in
鳴
門
市
」

■
11
月
11
日（
日
）

　

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

鳴門のためにできること アイデア募集!
　下記のような行動例のアイデアを10月17日(水)まで
にファクス、Ｅメールまたは郵送で市民協働推進課ま
でご提案ください。提案いただいたアイデアは、広報
なると11月号で紹介（無記名）させていただきます。

　「鳴門のために実施するイベント」の開催
告知や、「鳴門のために行う活動」で参加者
募集の告知が必要な場合は、広報なるとな
どで周知のサポートを行います。 10月17日

（水）までに下記の事前連絡票をご提出くだ
さい。

事前にご連絡ください！

  

問
い
合
わ
せ
先

■
市
役
所 

市
民
協
働
推
進
課

〒
７
７
２・８
５
０
１ 

撫
養
町
南
浜

字
東
浜
１
７
０
番
地 

☎
６
８
４・１

１
８
９
／
FAX
６
８
４・
１
３
３
６
／

Ｅ
メ
ー
ル
：w

elovenaruto@
city.

naruto.lg.jp
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■
助
成
金
の
し
く
み

　

浄
化
槽
の
廃
止
や
く
み
取
り
ト
イ

レ
の
水
洗
化
に
よ
っ
て
、
早
期
に
下

水
道
に
接
続
す
る
方
に
交
付
し
て
い
る

「
下
水
道
普
及
促
進
対
策
助
成
金
」

の
制
度
を
平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り

拡
充
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
拡
充
に
よ
っ
て
、
下
水

道
の
接
続
工
事
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
助
成
額
が
、
下
図
の
と
お
り
最
大

20
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
で
き

る
だ
け
早
期
の
う
ち
に
、
か
つ
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
が
グ
ル
ー
プ
と

な
っ
て
接
続
さ
れ
る
場
合
に
、
助
成

額
が
大
き
く
な
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
新
築
に
伴
い
下
水
道
に
接
続
す
る

場
合
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
こ
の
助
成

金
の
対
象
外
で
す
）

　

お
住
ま
い
の
地
域
が
す
で
に
供

用
開
始
さ
れ
、
い
つ
で
も
下
水
道
に

接
続
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
こ

の
助
成
金
を
ご
活
用
の
上
、
下
水
道

に
接
続
さ
れ
る
こ
と
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
は

　
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ご
近

所
同
士
で
お
誘
い
合
わ
せ
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す
し
、
接
続
工
事
を
依

頼
す
る
指
定
工
事
店
の
紹
介
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
グ
ル
ー
プ
申
請
に
よ
る
助

成
金
の
増
額
は
、「
メ
ン
バ
ー
全
員
の

接
続
工
事
が
交
付
決
定
日
か
ら
90
日

以
内
に
完
了
す
る
こ
と
」が
条
件
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
制
度
を
よ
り
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
下
水
道
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

市
役
所
下
水
道
課　

☎
６
８
４

・
１
１
７
０
、６
８
４・１
１
７
３

FAX
６
８
４・１
３
４
３

■このたび、ご自身も含め	
９件のグループを取りまとめ
て下水道に接続されました。	
そのいきさつについてお伺い
したいのですが？
　自宅を含む区域が今年３
月末に供用開始され、グルー
プで下水道に接続すれば助
成 金 が 増 額 さ れ る 制 度 が
ちょうど４月から始まった
ということをお伺いしたので、この機会に知り合いに
声をかけ、新しい助成制度を活用して下水道に接続し
ようと思いました。
　幸い、多くの方が私の呼びかけに賛同してくださっ
て、中にはグループの取りまとめに力を貸してくださ
る方もおられたので、最終的に９件のグループとして
申請することができました。結果として私自身も20万
円の助成金を活用して下水道に接続することができ、
大変助かりました。
■下水道の印象はどのようなものだったのでしょうか？
　以前より「新池川を守る会」の活動に参加しており、

グループで下水道に接続された方の声
鳴門市の水環境については、もともと強い関心がありました。
　下水道を利用すると、家庭から出る汚水が水路や川
に流れることがなくなりますので、環境にとってはと
てもよいことだと考えています。実際に下水道に接続
してからは、浄化槽の維持管理や臭いに気を使わなく
て済むようになり、とても快適になりました。

■下水道が普及するためには何が必要でしょうか？
　今回、多くの方にグループ参加を呼びかける中で実
感したのは、かなりの方が下水道利用にかかるコスト、
具体的には接続工事費のほか、毎月発生する下水道使
用料に強い負担感を感じておられるということでした。
　市はこれまで、下水道を利用すれば浄化槽の維持管
理・保守費用が不要になるので、必ずしも単純にコス
ト増にはならないと説明されていますが、そのことに
ついてはもっと市民に十分に伝える必要があると思います。
　せっかく下水道を整備する以上は、できるだけ多く
の方に下水道を利用してもらって、次の世代に鳴門市
の豊かな水環境を引き継ぐべきだと思います。
　そのためには、市はもっと積極的に下水道事業の啓
発に努めてもらいたいですし、市民の皆さんも下水道
のことにもっと関心を持つべきではないでしょうか。

【（単独・合併）浄化槽→下水道接続の場合　１件あたりの助成額（上限）】
工事完了日（供用開始後） １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目以降

同時に
行う

工事の
件数

１件（単独） ６万円 ４万円 な　し

な　し
２件から４件までのグループ 10万円 ８万円

４万円５件から７件までのグループ 15万円 10万円
８件以上のグループ 20万円 15万円

※「くみ取りトイレ→下水道接続」の場合は、表の１年目の助成額が２～３年目にも適用されます。

下
水
道
だ
よ
り

　
　
平
成
24
年
４
月
よ
り
、
下
水
道
接
続
工
事
の

　
　
助
成
金
が
最
大
20
万
円
に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご近所・友人
と一緒に申請
しよう！

橋
はしもと

本可
よしきよ
潔さん（小桑島）
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９
月
11
日
、
徳
島
県
よ
り
、
県
内

の
中
央
構
造
線
活
断
層
帯
の
活
断
層

図
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
活
断
層
図
は
、

徳
島
県
が
平
成
９
～
11
年
度
に
調
査

し
た
活
断
層
図
を
も
と
に
、
有
識
者

に
よ
る
検
討
会
で
再
検
討
を
行
い
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
活
断
層
は
、
鳴

門
市
か
ら
三
好
市
の
間
の
県
北
部
８

市
町
を
横
断
し
、
総
延
長
は
約
１
８

０
km
に
達
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
本

市
に
お
い
て
も
、「
鳴
門
断
層
」と「
鳴

門
南
断
層
」の
２
つ
の
活
断
層
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
調
査
結
果
で
は
、
県
内
の
中

央
構
造
線
活
断
層
帯
に
お
け
る
地
震

の
発
生
間
隔
は
１
０
０
０
～
１
７
０
０

年
程
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
最
新
の
活
動
時
期
か
ら
の
経

過
年
も
４
０
０
～
４
５
０
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
内
の
活
断
層
系
全
体
が

活
動
す
る
よ
う
な
地
震
は
、
当
面
、

差
し
迫
っ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
徳
島
県
で
は
長

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
緩
や
か
な
土

地
利
用
の
適
正
化
を
目
指
し
て
お
り
、

活
断
層
の
直
上
に
あ
る
か
ら
と
いって
、

直
ち
に
対
応
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
表
面
で
の
活
断
層

位
置
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
、
将

来
建
て
替
え
な
ど
を
す
る
と
き
に
活

断
層
を
ま
た
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
断
層
図
な
ど
、
徳
島
県
が
公
表

し
た
活
断
層
に
関
す
る
情
報
を
確
認

し
た
い
場
合
は
、
徳
島
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
県
Ｈ
Ｐ
→「
防
災
」→「
安
心
と
く
し

ま
」→「
南
海
地
震
」→「
調
査
結
果
・

資
料
」）

　
８
月
29
日
、
内
閣
府
よ
り
、「
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
高
・

浸
水
域
等
及
び
被
害
想
定
」の
推
計

結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
表
内
容
は
、
平
成
24
年

３
月
31
日
に
公
表
さ
れ
た
推
計
結
果

に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な
さ

れ
た
も
の
で
、
現
時
点
の
最
新
の
科

学
的
知
見
に
基
づ
き
、
発
生
し
う
る

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
を
推
計

し
た
も
の
で
あ
り
、
国
の
広
域
的
な

防
災
対
策
の
立
案
や
応
援
計
画
な
ど

を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
ク
ロ
的
な
推

計
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

推
計
の
結
果
、

鳴
門
市
に
お
い
て

想
定
さ
れ
る
最
大

津
波
高
、
津
波
最

短
到
達
時
間
、
最

大
浸
水
面
積
お
よ

び
最
大
震
度
、
な

ら
び
に
、
徳
島
県

に
お
け
る
最
大
死

者
数
お
よ
び
最
大

全
壊
棟
数
は
表
１・

２
の
と
お
り
と
なっ

て
い
ま
す
。

　
こ
の「
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
」

は
、
南
海
ト
ラ
フ
付
近
で
次
に
発
生

す
る
地
震
を
予
測
し
て
検
討
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
発
生
頻
度
は

極
め
て
低
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
非
常
に
大
き
な
地
震
・
津

波
が
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
」を

し
っ
か
り
と
念
頭
に
置
き
、「
強
い
揺

れ
が
起
き
た
ら
逃
げ
る
」と
い
う
こ
と

を一人一人
が
認
識
し
、
人
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
、
こ
の
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
・
津
波
への
対
応
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、「
鳴
門
市
地
震
津
波
対
策

推
進
計
画
」に
位
置
付
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
・
事
業
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
、
徳
島
県

が
作
成
す
る
最
終
形
の
津
波
浸
水
予

測
や
被
害
想
定
を
活
用
し
、
津
波
避

難
計
画
の
見
直
し
や
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
津
波
は
必
ず
来
る
も
の
だ
と
考

え
、
と
に
か
く
高
台
な
ど
の
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

自
宅
付
近
に
あ
る
高
台
な
ど
の
津
波

避
難
が
で
き
る
場
所
を
常
日
頃
か
ら

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

内
閣
府
の
公
表
内
容（
徳
島
県
に

該
当
す
る
部
分
を
抜
粋
）を
確
認
し

た
い
場
合
は
、
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
県
Ｈ
Ｐ
→「
防
災
」→「
安
心
と
く
し

ま
」→「
南
海
地
震
」→「
お
知
ら
せ
」）

地
震
・
津
波
対
策
の
再
確
認
を！

◆
内
閣
府
が「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る

　

    

津
波
高
・
浸
水
域
等
及
び
被
害
想
定
」を
公
表

■問 

市
役
所
危
機
管
理
課

　

 

☎
６
８
４・１
７
１
１

防災・災害対策への取り組み

◆
徳
島
県
が「
徳
島
県
中
央
構
造
線
活
断
層
帯

　
　
　
　
　
　
　
（
讃
岐
山
脈
南
縁
）活
断
層
図
」を
公
表

■表２：本県において想定
される死者数・全壊棟数

最大死者数
（冬・深夜）

約 ３３，３００人
最大全壊棟数
（冬・18時）

約 １３３，６００棟

■表１：本市において想定される津波高・震度など
最　大
津波高

津波最短
到達時間

浸水浸1cm以上
の最大浸水面積

最　大
震　度

７ｍ 津波高
1ｍ：49分 1,620ﾍｸﾀｰﾙ ７

　市では「防災の日」の９月１日、鳴門教育大学サッカー・
ラグビー場を主会場に、市と関係機関および市民が一体と
なり、災害発生時の応急対応に関する検証・確認と防災
意識の高揚を図るために総合防災訓練を開催しました。
　主会場での率先避難訓練やヘリサイン作成訓練などの
ほか、防災コーナーとして、耐震シェルター展示や「木造
住宅耐震支援コーナー」、鳴門西婦人防火クラブによる「炊
き出し」なども行われました。また、各地域においてもそれ
ぞれの自主防災会が津波避難訓練を行い、主会場と合わ
せて、総勢約1,700人が参加しました。

震度７の大地震を想定し訓練開催
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連載 みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」

問 市役所市民協働推進課  ☎ 684・1200 　　FAX 684・1336  　 E-mail shiminkyodo@city.naruto.lg.jp
　 自治基本条例について、市内のグループ・団体への個別説明会も行っていますので、気軽にお問い合わせください。

　市内では、福祉、環境、生涯学習などの分野において社会貢献活動が広がっています。今月号では、鳴門市ボランティ
アセンターに登録（平成24年８月31日現在。 NPO法人を除く）されている市内のボランティア団体をご紹介します。

　各団体の自主的な活動は、地域福祉の増進や、環境の美化、生きがいづくりなど魅力あるまちづくりの原動力となっ
ており、「市民等が主役のまちづくり」の実現につながっています。
　一人一人がまちづくりに関心を持ち、その活動がさらに大きくなるように育てていきましょう。

　鳴門市社会福祉協議会内にある鳴門市ボランティアセンターでは、ボランティア講座の開催、団体の活動
にあたっての保険料のサポートなど、市民の皆さんが気軽にボランティア活動を行うための環境づくりに努め
ています。
　未登録の団体やこれからボランティア活動を始めようとされている方、また、上記の団体に
興味がある方など、お気軽にご相談ください。
鳴門市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）
　相談日時：月～金 午前９時から午後５時まで　☎ 685・7170

◇徳島県筆記通訳者協会鳴門支部「めだか」
◇声の広報制作グループはまぼう
◇しあわせの里「コンパス」
◇しあわせの里「奉仕グループ」
◇鳴門車いす友の会
◇鳴門教育大学手話サークル「ぱぴぷぺぽ」
◇点訳サークル「コスモス」
◇太極拳を楽しむパンダの会
◇レインボー

◇大麻手話サークル「ひまわり」
◇さくら会
◇ボランティア鳴門南
◇すだち連
◇サロン・ド・芸能
◇良縁サポートセンター ハッピーなると

◇友愛訪問員（市老人クラブ連合会）
◇琴城流大正琴ボランティアクラブ
◇琴城流鳴門大正琴振興会 板東クラブ
◇ボランティア団体 friends
◇鳴門病院ボランティアグループ
◇鳴門教育大学吹奏楽部カンタービレ
◇子育てサークル てくてく。
◇子育てサロン・ほっぺ　 など

福祉ボランティアを行う団体

市内では、このほかにも多くの
ボランティア団体による
活動が広がっています

環境ボランティアを行う団体
◇鳴門市ボランティア支援の会
◇妙見山の環境をよくする会
◇ボランティア川東
◇希麗会
◇汽車公園を愛する友の会
◇ボランティア鳴門西
◇黒崎地区社会福祉協議会くろさき花街道クラブ
◇鳴塩ホワイト会
◇生き生き仲良しクラブ
◇鳴門市市民の花づくり公園運営委員会
◇浜のボランティア会
◇ボランティア立岩
◇新池川をきれいにする会
◇鳴門歩こう会 ボランティア部
◇鳴門市交通安全協会南浜分会ボランティア
◇鳴門市役所ボランティアクラブ　など

  生涯学習ボランティアを行う団体
◇がんばれ! ママーズ
◇鳴門ビデオボランティア
◇大塚国際美術館ボランティア会
◇鳴門市民劇場
◇ボランティアグループ「ゆりかご」
◇なるとDe シネマ実行委員会
◇なると観光ボランティアガイド会
◇日本舞踊 当喜会
◇「鳴門小唄」でいきいきなると
◇童謡を歌う会「浜千鳥」　　など
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③「
北
泊
線
」

　

利
用
状
況
な
ど
か
ら
こ
れ
ま
で

の
１
日
16
往
復
か
ら
、
平
日
14
往

復
、
土
日
祝
13
往
復
に
減
便
す
る

と
と
も
に
運
行
時
刻
を
左
表
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。

④
運
賃
な
ど

　

運
賃
や
回
数
券
・
定
期
券
は
現

在
の
水
準
を
維
持
し
ま
す
。

⑤
バ
ス
停

　
バ
ス
停
の
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
。

⑥
そ
の
他

　

市
営
バ
ス
で
利
用
で
き
る
高
齢

者
等
無
料
優
待
制
度
な
ど
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
利
用
で
き
る
こ
と

と
し
ま
す
。

【
問
】　
市
役
所
交
通
政
策
室

　
　
　
☎
６
８
４・１
０
１
３

を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
再
編
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

①「
引
田
線
」

　

こ
れ
ま
で
の
１
日
12
往
復
の

運
行
を
維
持
し
、
運
行
時
刻
に
つ

い
て
も
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

②「
大
麻
線
」

　

こ
れ
ま
で
の
１
日
６
往
復
の

運
行
を
維
持
し
、
運
行
時
刻
に
つ

い
て
も
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
市
営
バ
ス
と
し
て

現
在
運
行
し
て
い
る
３
路
線（
引

田
線
・
大
麻
線
・
北
泊
線
）の
再

編
を
進
め
て
お
り
、
通
院
・
買
い

物
・
通
学
・
通
勤
な
ど
へ
の
利
用

を
中
心
に
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
路
線
の
沿
線
地
域
は
医
療

機
関
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
の
施
設
が
非
常
に
少
な
い
こ
と

か
ら
、
撫
養
町
や
他
市
町
へ
の
移

動
に
バ
ス
は
必
要
不
可
欠
な
移
動

手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
一
定
の
運
行
便
数
を

確
保
し
つ
つ
、
民
間
の
路
線
バ
ス

事
業
者
に
路
線
移
譲
を
行
う
こ
と

と
し
、
７
月
に
は
沿
線
地
域
に
お

い
て
地
域
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

市
で
は
地
域
説
明
会
で
皆
さ

ま
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望

市
営
バ
ス
の
再
編
に
つ
い
て

　
鳴
門
市
で
は
、
本
年
度
末
で
企
業
会
計
と
し
て
の

市
営
バ
ス
事
業
か
ら
撤
退
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後

も「
市
民
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
は
確
保
す
る
」と

の
基
本
方
針
の
も
と
、
バ
ス
路
線
の
再
編
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
地
域
バ
ス
の
導
入
や
、
民
間

バ
ス
事
業
者
へ
の
路
線
移
譲
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
本
年
度
の
再
編
計
画
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

北泊線　時刻表（平成25年４月改正予定）

競‥「鳴門競艇場前」経由、病‥「鳴門病院」経由（鳴門病院へは平日のみ乗り入れます）、
下‥「下本城」経由、役‥「市役所前」経由、△14便は平日のみ運行

■□往便　　　　　　　　　　　■復便
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浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
生
活
排
水
を
浄
化
す
る
施
設
で

す
が
、
そ
の
機
能
を
維
持
す
る
に
は
、

日
頃
の
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
定
期

的
な
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
保
守
点
検

　
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か

を
点
検
し
、
装
置
の
調
整
や
修
理
、
汚

泥
な
ど
の
抜
き
取
り
や
清
掃
時
期
の
判

定
を
し
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を
行
い

ま
す
。
保
守
点
検
の
回
数
は
浄
化
槽

の
機
種
や
規
模
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
保
守
点
検
を
業
者
に
委
託
す
る

場
合
は
、
徳
島
県
の
登
録
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
清　
　
掃

　

浄
化
槽
を
使
用
す
る
と
発
生
す
る

汚
泥
な
ど
を
定
期
的
に
抜
き
取
り
、

装
置
の
洗
浄
を
行
う
こ
と
で
浄
化
槽

の
機
能
を
回
復
し
、
浄
化
槽
か
ら
の

悪
臭
な
ど
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
清
掃
は
、
１
年
に
１

回
以
上
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
鳴
門
市
の
許
可
業

者
に
依
頼
し
て
行
って
く
だ
さ
い
。

◆
法
定
検
査

　
浄
化
槽
が
適
正
に
設
置（
使
用
）さ

れ
て
い
る
か
、
保
守
点
検
お
よ
び
清

掃
が
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、

排
水
が
十
分
に
浄
化
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
で
、
徳
島

県
の
指
定
機
関
で
あ
る（
公
社
）徳
島

県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

問 

（
公
社
）徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー　
☎
６
３
６・１
２
３
４

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
補
助

　
市
で
は
、
身
近
な
河
川
な
ど
の
水

質
を
改
善
し
て
い
く
た
め
、
既
設
の

単
独
処
理
浄
化
槽
な
ど
を
撤
去
し
て

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

に
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
補
助
制
度
の
活
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
市
環
境
政
策
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
締
切
】平
成
25
年
２
月
15
日

（
金
）（
必
着
）

【
対
象
地
域
】市
内
全
域（
た
だ
し
、

下
水
道
法
に
規
定
す
る
事
業
計
画
を

10
月
１
日
は「
浄
化
槽
の
日
」

  
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う
！

定
め
た
区
域
を
除
き
ま
す
）

【
対
象
者
】市
の
定
め
る
期
間
内
に
、

専
用
住
宅
ま
た
は
住
居
部
分
が
建
物

面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
占
め
る
併

用
住
宅
も
し
く
は
特
定
非
営
利
活
動

法
人
が
活
動
す
る
た
め
に
使
用
す
る

事
務
所
に
、
10
人
槽
以
下
の
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
市
民
ま
た
は

特
定
非
営
利
活
動
法
人

【
補
助
金
額
】　
▼
５
人
槽
…
30
万
円

以
内　

▼
６・
７
人
槽
…
37
万
５
千

円
以
内　
▼
８
～
10
人
槽
…
49
万
５

千
円
以
内　

※
住
宅
に
つ
い
て
は
、

住
居
部
分
の
延
床
面
積
な
ど
に
応
じ

た
浄
化
槽
の
種
類
に
よ
る
補
助
金
額

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
既
設
の
く
み

取
り
槽
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽
を

全
て
撤
去
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

３
万
２
千
円
増
額
し
ま
す
。

問 

市
環
境
政
策
課

 　
☎
６
８
３
・
７
５
７
１

　
人
権
に
関
す
る
理
解
と
意
識
を
深

め
、
部
落
差
別
解
消
を
は
じ
め
と
す

る
人
権
問
題
の
解
決
や
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講

し
ま
す
。
１
回
だ
け
の
受
講
も
で
き

ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　
時
】　
10
月
毎
週
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

20
日
の
み
午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
所
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
２
階
第
１
会
議
室

【
演　
題
】　

◆
第
１
回（
６
日
） 「
賀
川
豊
彦
と
人

権
問
題
」　
講
師　
武た

け

知ち 
忠た

だ

義よ
し

さ
ん

◆
第
２
回（
13
日
） 「
人
権
文
化
ゆ
た

か
な
ま
ち
づ
く
り
」～
阪
神･
淡
路
大

震
災
が
教
え
た
こ
と
～

　
講
師　
中な

か

尾お　
由ゆ

喜き

雄お

さ
ん

◆
第
３
回（
20
日
）「『
あ
り
の
ま
ま
の

わ
た
し
を
生
き
る
』た
め
に
」

『
人
権
と
生
き
る
』～
絆
の
チ
カ
ラ
を
未
来
に
～

　
　
　
　
第
19
回
鳴
門
市
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
!

　
講
師  

土ど

肥ひ  

い
つ
き
さ
ん

第
４
回（
27
日
）「
母
子
生
活

支
援
施
設
の
現
状
と
課
題
」

　
講
師　
岩い

わ

城き　
克か

つ

枝え

さ
ん

問 

〒
７
７
２・８
５
０
１

撫
養
町
南
浜
字
東
浜
１
７
０

市
役
所
人
権
推
進
課　

☎
６
８
４・１
０
９
５ 

FAX
６
８
４・１
３
７
０

Ｅ
メ
ー
ル  jinkensuishin

@
city.naruto.lg.jp 　市教育委員会では、「鳴門の学校づくり計画」に沿って

瀬戸中学校と北灘中学校の再編統合に向けた取り組み
を進めており、これまで、瀬戸地区において、幼・小・
中学校の保護者の皆さまと話し合いをしてまいりました。
　このたび、両中学校の再編統合に向けて瀬戸町の地
域および保護者の皆さまと話し合いの機会を持つため、
下記のとおり意見交換会を開催いたします。多くの方
のご意見をいただきたいと考えておりますので、お誘
い合わせの上、多数ご参加くださいますよう、よろし
くお願いします。

【と　き】　10月25日（木）　午後７時から
【ところ】　瀬戸公民館
【　問　】　市教育委員会　学校教育課　☎６８５・１２３３

瀬戸町にお住まいの皆さまへ
～中学校の再編統合に向けた意見交換会の開催～

　第３回男女共同参画推進条例
　　策定審議会を公開します
　「鳴門市男女共同参画推進条例（仮称）」
の制定にあたり、必要事項を調査研究す
る策定審議会を設置しています。
　その第３回目を次のとおり開催します。会
議は公開されますので、傍聴をご希望の方
は、会場までお越しください。

【と　き】11月５日（月）午後３時から
【ところ】市役所保険棟２階入札室
問 市役所人権推進課 ☎６８４・１０９５ 
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問 　市ドイツ館　☎６８９･００９９

【と　き】 10月28日（日）
【ところ】 市ドイツ館
 9:00～12:00　日独友好のコスモス祭り
 9:30～17:00　日独絵画交流展2012（１Ｆ）
 　　　　　　ニーダーザクセンへの旅（２Ｆ）
10:00～16:00　地元物産展・ﾄﾞｲﾂ物産展・ﾊﾞｻﾞｰなど
10:20～10:50　子どもたちの音楽祭
10:30～15:00　ガラス工芸体験
11:00～11:40　日独交流イベント｢ジャズ演奏｣
11:30～11:50　獅子舞
12:00～12:15　ヒップホップダンス
12:25～12:55　ポップス・ミュージック
13:00～13:30　創作ダンス
13:40～14:20　日独交流イベント｢ジャズ演奏｣
14:30～16:00　ふだん着の第九コンサート

第19回
 　ドイチェス・フェスト in なると

～鳴門市美術協会とリューネブルク・パレッテ会
　　　　　　　　　　　との交流  20周年記念展～

　鳴門市と姉妹都市ドイツ・リューネブルク市が絵画
の交流を始めて今年で20年の節目を迎えます。今日ま
での交流を絵画展示によりその軌跡をたどります。

【と　き】10月６日（土）～28日（日）
　　　　午前９時30分～午後４時30分

【ところ】市ドイツ館　１階ホール

日独絵画交流展2012  入場無料

リューネブルク市使節団が
　　　  鳴門にやって来ます！
　10月11日、ドイツの姉妹都市リューネブルク市
からエドゥアルド・コレ副市長を団長とする18人
の親善使節団が鳴門市を訪問します。
　鳴門市とリューネブルク市では、1974年に姉妹
都市盟約を締結して以来、毎年相互に使節団派遣
を行っています。一行はドイツ村公園でのコスモ
ス交流や合同慰霊碑への献花、桧地区４自治会主
催の交流会や鳴門市美術協会とリューネブルク・
パレッテ会の絵画交流20周年記念式典などに出席
されるほか、市民の家庭を訪問するホームビジッ
トなどをとおして、15日の朝に出発されるまでさ
まざまな市民交流に参加されます。
−− ご参加ください −−
　10月12日（金）午前９時30分から使節団をコス
モスの花で出迎え、日独交流の起源である「板東
俘虜収容所」跡を見学します。
　リューネブルク使節団員に出会ったら、あい
さつをして歓迎の気持ちを伝えましょう！

◆簡単！ドイツ語のあいさつ◆
・ヘアツリヒ　ヴィルコメン（ようこそ）
・グーテン　モーゲン（おはよう）
・グーテン　ターク（こんにちは）
・グーテン　アーベント（こんばんは）
・ダンケ　シェーン（ありがとう）
・チュース（さようなら）
　問 市役所文化交流推進課　☎６８４・１２１４

　

鳴
門
市
内
に
事
業

所
を
置
く
企
業
の
人

事
担
当
者
と
直
接
面

接
が
で
き
る
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
企
業
へ
の
就

職
を
目
指
す
方
、
新

卒
者
、
一
般
求
職
者

ど
な
た
で
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
何
社

で
も
面
接
で
き
ま
す
の
で
、
履
歴
書

を
複
数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
や
る
気

鳴
門
市
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
！

と
元
気
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
参
加
企
業
】

鳴
門
市
内
の
企
業
20
社（
予
定
）

【
と　

き
】10
月
24
日（
水
）　

午
後
１
時

～
４
時（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

【
と 

こ 

ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー　
第
１
会
議
室

※
車
で
お
越
し
の
方
は
市
文
化
会
館
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

市
役
所
商
工
政
策
課 

☎
６
８
４・
１

４
６
８

【
申
込
期
間
】10
月
１
日（
月
）～
18
日（
木
）

【
申
込
書
提
出
場
所
】 

市
役
所
総
務
課

【
入
札
執
行
日
】物
件
①
11
月
５
日（
月
）

　
　
　
　

  

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

  

入
札　
午
前
10
時
～

【
入
札
場
所
】

　
市
役
所
共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

入
札
物
件
①
に
つ
い
て

■
土　
地

【
所
在
】撫
養
町
黒
崎
字
松
島
４
１
２
番

【
地
目
】宅
地

【
面
積
】２
６
４・１
８
㎡

【
用
途
地
域
】工
業
地
域

【
建
築
制
限
】建
ぺ
い
率
60
％　

容
積

率
２
０
０
％

■
建　
物

【
所
在
】撫
養
町
黒
崎
字
松
島
４
１
２
番

競
争
入
札（
市
有
地
）の
お
知
ら
せ
！

【
構
造
】コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造　

陸
屋
根
２
階
建

【
種
類
】共
同
住
宅

【
床
面
積
】１
階
99
㎡　
２
階
99
㎡

　
　
　
　
合
計　
１
９
８
㎡

■
最
低
売
却
価
格　
１
０
４
５
万
１
千
円

問 

〒
７
７
２・
８
５
０
１　

撫
養
町
南

浜
字
東
浜
１
７
０　

市
役
所
総
務
課　

管
財
担
当　
☎
６
８
４・１
１
２
５

■入札物件①外観
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市
う
ず
し
お
観
光
協
会
で
は
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
も
利
用
す

る
、
鳴
門
の
自
然
や
人
々
、
食
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
観

光
写
真
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
今

年
か
ら
新
た
に『
観
光
の
部
』を
設

定
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
部
門
】①
一
般
の
部

　
　
　
②
観
光
の
部

　
　
　
③
携
帯
の
部

【
応
募
規
格
】

■
①
一
般
の
部
・
②
観
光
の
部

　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４
つ
切
り
サ
イ

ズ
お
よ
び
ワ
イ
ド
４
つ
切
り
。（
組
写

真
・
合
成
写
真
不
可
）　

デ
ジ
タ
ル

写
真
の
場
合
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

た
も
の
で
Ａ
４
サ
イ
ズ
。

　
市
う
ず
し
お
観
光
協
会
に
備
え
て

い
る
応
募
用
紙（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
作
品
に
貼

り
付
け
、郵
送
ま
た
は
持
参
で
応
募
。

■
③
携
帯
の
部

　
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
で
撮
影
し
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
応
募
。

【
応
募
規
定
】

　
作
品
は
２
年
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
で
未
発
表
の
も
の
。
応
募
点
数
は

１
人
に
つ
き
、
各
部
門
10
点
ま
で
。

鳴
門
百
景
２
０
１
２
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん
。

　
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
撮
影
者
に

帰
属
し
ま
す
が
、
主
催
者
は
鳴
門
の

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
入

賞
作
品
を
無
償
で
独
占
的
に
利
用
で

き
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
①
一
般
の
部
お
よ
び
②
観
光
の
部

入
賞
作
品
は
ネ
ガ
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
被
写
体
と
な
る
方
に
了
承
を
得
る

な
ど
、
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

主
催
者
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

【
審
査
】　
主
催
者
が
委
託
し
た
審
査

員
に
よ
る
公
開
審
査

【
入
賞
】　

①
一
般
の
部

　
最
優
秀
賞
１
点（
賞
金
５
万
円
）　

　
優
秀
賞
３
点（
賞
金
１
万
円
）　

　
入
選
10
点（
賞
金
５
千
円
）

②
観
光
の
部

　
入
選
10
点（
賞
金
５
千
円
）

③
携
帯
の
部

　
最
優
秀
賞
１
点（
賞
金
１
万
円
）

　
入
選
３
点
程
度（
賞
金
３
千
円
）

※
各
入
賞
者
に
は
賞
金
の
ほ
か
、
副

賞
有
り

【
応
募
締
切
】11
月
30
日（
金
）必
着

※
詳
し
い
応
募
要
領
、
応
募
用
紙
な

ど
は
市
う
ず
し
お
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http

：//w
w

w
.naruto-

kankou.jp

）ま
た
は
市
う
ず
し
お

観
光
協
会（
☎
６
８
４・１
７
３
１
）へ
。

■昨年度の一般部門最優秀賞「観潮船」

【開催場所】キョーエイ鳴門駅前店　４階催し会場
【開場時間】午前９時30分～午後６時30分
（ただし、７日は午後５時、13･18･23日は午後５時30分まで）
【展示内容】
◆華道展　10月６日（土）、７日（日）
※お茶席を併設します。
◆第１期総合展　10月10日（水）～13
日（土）（写真・押し花・木偶・染色・
ファッション・手芸）
◆第２期総合展　10月15日（月）～18日（木）（洋画・版画・切り
絵・水彩画・俳画・紙粘土・アートフラワー・３Ｄ・トールペイント・
ガラス工芸・フラワーデザイン・市民劇場）
◆第３期総合展　10月20日（土）～23日（火）（日本画・書道・拓
本・佛像彫刻・染色画・陶芸・絵手紙・その他の美術工芸）

【実演・体験コーナー】
実演・体験の内容 実 施 日 時 費  用

お　茶　席
・10月６日（土）

10:00～16:00
・10月７日（日）

10:00～15:00

500円

エコたわしの製作（※準備物必要）
※①化繊の極太糸（各色を何玉か）
　②かぎ針７号

・10月12日（金）
14:00～17:00 20円

ハロウィンのオーナメントの製作
（※先着15人　衣服の汚れにご注
意ください）

・10月17日（水）
10:00～12:00 500円

折れ本づくり
～絵手紙を入れてもよし、旅日
記を書いてもよし～思い出の１
冊をつくろう！

・10月21日（日）
10:00～12:00
13:00～15:00

600円

問 市役所文化交流推進課　☎６８４・１２１４

第65回鳴門市展 入場無料

市公設地方卸売市場
　　　  店舗入居者募集

　市公設地方卸売市場では、市場を利用され
る方に飲食などの便益を提供するサービス店
舗の入居者を募集しています。
【募集業種】飲食業、日用品販売業、金融業など
【所在地等】住所：里浦町粟津字西開38－1
構造：鉄骨造平屋建　（1975年3月建築）
駐車場：共同（無料）
【物件の概要】
店舗１・専有面積45．0㎡・保証金10万円

・月額使用料37,800円（1㎡あたり月額840円）
店舗２・専有面積37．5㎡・保証金10万円

・月額使用料31,500円（1㎡あたり月額840円）
※その他の経費
●電気・水道代は、実費徴収します●電話・ガス
については、自己負担です●看板・内装などの営
業に係る経費は、全て自己負担です●その他、公
設卸売市場衛生組合の組合費が必要になります
お問い合わせは、市公設地方卸売市場 管理
事務所（☎685・3680）まで。



　
10
月
１
日
よ
り
、「
乳
幼
児
等
医
療

費
助
成
制
度
」は「
子
ど
も
は
ぐ
く
み

医
療
費
助
成
制
度
」に
名
称
が
変
わ

り
、
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
小

学
校
修
了
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
鳴

門
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
平
成
12
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
児
童
で
す
。

　
受
給
者
証
の
交
付
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
対
象
児
童
で
ま
だ

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
市
役
所

子
ど
も
い
き
い
き
課
ま
で
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
方
法
】

　
記
入
・
押
印（
朱
肉
使
用
）し
た
申

請
書
に
、
対
象
児
童
の
名
前
が
記
載

さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
子
ど
も
い

き
い
き
課
窓
口
へ
。

　

◆
申
請
手
続
き
が
完
了
し
た
方
に

は
、
す
で
に
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療

費
受
給
者
証
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
３
年
生（
平
成
15
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）で
、
有
効
期
限
が
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
に
も
、
有
効
期
限
を
平
成
25

年
６
月
30
日
ま
で
延
長
し
た
子
ど
も

は
ぐ
く
み
医
療
費
受
給
者
証
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　
到
着
し
て
い
な

い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◆
小
学
２
年
生

以
下（
平
成
16
年

４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
）の
方
は
、
引
き
続
き
現
在
の
乳

幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
を
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

問 

市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課

☎
６
８
４・１
１
４
６

鳴門市友好
コスモス祭り2012

10月７日～11月11日開催

医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を

　
　
　   
小
学
校
修
了
ま
で
拡
大
し
ま
し
た

　市民手づくりのイベントで、市内41ヶ所でコスモ
ス畑が出現します。また、期間中に12カ所で接待
所を下記日程で開設し、湯茶などのお接待を行い
ます。コスモス畑は期間中いつでも観賞自由です。
ぜひお越しください。

～接待所開設日程～
10/８（月・祝）９～12時　三ッ石消防分団前
10/８（月・祝）12～15時　黒崎花広場
10/12（金）９～11時　ドイツ村公園
10/15（月）９時30分～11時30分　大津農協前
10/21（日）10～11時　極楽寺東（冨田さん畑）
10/21（日）10～15時　鳴門のまつり
　　　　　　　　　 （ウチノ海総合公園）
10/27（土）９～11時　鳴門ウチノ海総合公園前
10/27（土）10～12時　川東公民館前
10/28（日）９～12時　第九の森（ドイツ館南）
10/28（日）９～11時　斎田汽車公園
10/28（日）９～12時　堀江郵便局北
11/11（日）10～12時　鳴門市役所前広場

【お問い合わせ先】
鳴門市花街道・地域づくりネットワーク  ☎６８６･３９７８
市役所市民協働推進課  ☎６８４･１１８９

団地名 階 家賃（所得に応じて） 構造 間取り 
矢倉Ａ 1 9,600～14,300 ４階建 3DK・40．2㎡ 
矢倉Ｇ 1 6,900～10,300 ４階建 2DK・30．7㎡ 
矢倉Ｈ 3 6,900～10,300 ４階建 2DK・30．7㎡ 
矢倉Ｋ 4 13,400～20,000 ４階建 3DK・50．2㎡ 
高島Ａ 4 25,000～37,200 ４階建 3DK・66．0㎡ 

優先住宅
立岩第２ 1 19,400～28,800 平 屋 3LDK・74．9㎡
川崎第２ 1 18,600～27,800 平 屋 3LDK・79．4㎡

※入居は12月1日から
※矢倉団地H棟およびＧ棟は単身入居可（条件あり）。
※矢倉団地には駐車場がありません。
※立岩第２および川崎第２はバリアフリー化しており、身
体障害者手帳１･２級を所持している方を含む世帯が対象
です。
※受付および抽選時にいない場合は無効となります。

（時間厳守）
詳しくは、市役所まちづくり課住宅担当（☎６８４･１１６２ ／FAX
６８４・１３４３）までお問い合わせください。

市営住宅の入居者募集 受付日　10月15日（月）・16日（火）

　都市計画（素案）の縦覧等を次のとおり実施しま
す。なお、公聴会で素案に対する意見を述べたい方
は、 11月２日（金）までに公述申出書を提出してくだ
さい。詳細はまちづくり課（☎684・1171）まで。
名称：国道28号沿道地区（木津野・吉永）地区計画
区域：大津町木津野および吉永の各一部
URL：http://www.city.naruto.tokushima.jp/
　　 contents/tokei/tikukeikaku.html

徳島東部都市計画地区計画（素案）
の縦覧等のお知らせ

内　容 日　時 場　所

素案の
縦　覧

10月19日（金）～11月２日（金）
午前８時30分～午後５時15分

（土・日除く）
共済会館2階
まちづくり課

説明会 第１回：10月23日（火）午後２時～
第２回：10月25日（木）午後７時～

共済会館3階
大会議室

公聴会 11月13日（火）午前10時～　
※公述申出者がない場合は中止 〃
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第
27
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
２
０
１
２
国
文
祭
成
果
継
承
事
業

～
市
町
村
連
携
コ
ン
サ
ー
ト
～

ま
ち
が
奏
で
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
in
鳴
門
市

か
な

【
日　
時
】　
11
月
７
日（
水
）

午
後
５
時
45
分
開
場
、
６
時
30
分
開
演

【
場　
所
】　
市
文
化
会
館［
全
席
自
由
］

【
入
場
料
】　
一般
：
２
千
円
、
小・中・高

校
生
：
千
円　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
未
就
学
児
童
の
同
伴
・
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先
】

鳴
門
市
役
所（
文
化
交
流
推
進
課
）、
鳴

門
市
文
化
会
館
、
小
山
助
学
館（
本
店
・

鳴
門
店
）、
黒
崎
楽
器（
本
店
・
鳴
門
店
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
文
化
交
流
推
進
課
内

第
27
回
国
民
文
化
祭
鳴
門
市
実
行
委
員
会

事
務
局　
☎
６
８
４・１
２
１
４

FAX
６
８
３・０
２
３
７

※
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、出
演
者
・

曲
目
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　子どもたちの主体的な体験活動を支援すること
を目的として開催します。

【時　間】　正午～午後３時
【体験コーナー】
①ナースレンジャー！！ 健康相談　
②竹馬遊び　
③ちょんかけごま初心者指導（大人も歓迎！）　
④☆ＥＣＯで遊ぼう！牛乳パックで作るエチケット
袋入れ・阿波踊り体操とウオークで健康づくり　⑤
交通安全のストラップをつくろう　⑥折り紙で遊ぼ
う　⑦大なわとび・大シャボン玉　作って遊ぼう　
⑧子どもの遊びの広場 ⑨ハリーポッターの魔法教
室　⑩ボランティア体験　⑪スーパーボールすくい
⑫プラキャップを使って楽しい工作　⑬ミニわんわ
ん凧作り　⑭「子ども一日警察官体験」　⑮たのしい
交通安全教室　⑯もっと×３　ふれアクわくわく☆
⑰おもしろ　かたちづくり　⑱木による楽しいもの
づくり　⑲みんなであそぼう！Ｎ＊ＣＡＰスター☆
⑳青い鳥（移動図書館車）がやってきた！！　 21集まれ
　チビッコ消防士　 22キックターゲット・フットサル
※本部テント横にバザーコーナーがあります。
問 市子どものまちづくり推進協議会事務局
　 ☎684･1225

【と　き】10月21日（日）
【ところ】鳴門ウチノ海総合公園（小雨決行）

　地域で受け継がれているまつりなどを、広く市民に紹介
することを通じて、伝承文化に対する市民の関心を高め、
郷土の文化を大切にする心を育むことを目的として開催し
ます。模擬店、綿菓子･花苗の接待ブース、行政相談・
人権相談ブースも設けられます。

第11回 鳴門のまつり

※詳細は市公式ウェブサイト内の新着情報「まちが奏でるクラシックin鳴門市」をご覧ください。

第10回子どものまちフェスティバル

【午前の部】
10:00  オープニングセレモニー
10：15  鳴門渦潮太鼓	 11：10  池谷神踊り
10：30  市場獅子舞	 11：25  大谷甘酒まつり
10：45  高島子ども御輿	 11：35  櫛木獅子舞
10：55  桧獅子舞　　	 11：50  葛城神社お練り
・・・・太極拳（パンダの会）、陸上自衛隊第14音楽隊・・・・
【午後の部】
13:00  エイサー　　   　	14：15  木津神観音踊り
13：15  宿毛谷獅子舞　 	 14：30  半田そうめん音頭・
13：30  鳴門小唄　　　 　　　  仲良しシャンシャン
13：45  里浦廻り踊り　 	 14：45  阿波踊り（鳴西連）
14：00  大谷獅子舞

問 市自治振興連合会事務局  ☎684･1189

平成24年度  鳴門ウチノ海総合公園まつり 入場無料

チケット好評販売中！
【指　揮】増

ま す

井
い

　信
の ぶ

貴
た か

　1998年冬季長野五輪開
会式で「第九」を指揮す
るとともに、N響や新日
フィル、ブランデンブル
クフィルの客演などでも
活躍。現在、NHKTV、FM
への出演など、シンフォ
ニー、オペラの両面で精
力的な活動を続ける。

【ピアノ】小
こ

林
ばやし

　万
ま

里
り

子
こ

　大阪シンフォニカー
交響楽団、関西フィル
ハーモニー管弦楽団な
どとピアノ協奏曲を共
演する。日本赤十字社の
赤十字国際活動支援ア
ル バ ム のCDを2枚、 室
内楽、声楽、合唱の伴奏
のCDも多数リリース。

【演　奏】とくしま記念オーケストラ
　世界的に有名な指揮者である秋山和

かず

慶
よし

氏を音
楽監督に迎え、徳島に共感を持つ一流の音楽家
が本県に集い設立。
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　9月10日、市営球場で県が導入したドクターヘ
リを用いた実働訓練が行われました。
　同ヘリコプターは10月９日から運用を開始す
る予定で、患者を救急車からヘリコプターへ引
き継ぐ際の注意点などを確認しました。
　出発地点は中央病院（徳島市）で、５～10分程
度で市内５カ所に用意する着地点へ到着します。
　救急の患者を搬送する際に活用する予定で、
搬送時間の短縮により、より多くの命が守られ
ることが期待されています。

　８月31日、大麻町板東で幼少期を過ごした元プロ野
球選手でタレントの板

ば ん

東
ど う

英
え い

二
じ

さんに観光大使を委嘱し
ました。
　板東英二さんは、徳島商業高校のエースとして甲子
園で活躍し、夏の甲子園（1958年）での大会通算奪三振
83の記録はいまだ破られていません。
　委嘱式では「鳴門には阿波踊りや特産物、観光施設な
ど魅力あるものが多い。どんどん全国に発信していき
たい」と意気込みを語りました。
　観光大使の委嘱は、 「浪速のカリスマ添乗員」として
知られる日本旅行の平

ひ ら

田
た

進
し ん

也
や

さんに続いて２人目の就
任となります。

板東英二さんが観光大使に就任

ドクターヘリが命をつなぐ

　敬老の日の９月17日、市文化会館で敬老の日のつ
どいが行われました。
　式典では、市内で初めての表彰となるプラチナ婚
を迎えられた野

の

口
ぐ ち

誠
あきら

さん・香
か

代
よ

子
こ

さんご夫妻をはじ
め、金婚を迎えられた28組とダイヤモンド婚を迎え
られた５組のご夫妻に祝状などが贈られました。
　受賞者を代表して金婚の岩

い わ

本
も と

憲
け ん

治
じ

さん・佐
さ

和
わ

子
こ

さ
んご夫妻が「時間と体の許す限り、ボランティアな
どを通じて地域や社会に少しでも貢献していきた
い」と謝辞を述べました。
　その後、市内の小中学生による敬老作文の優秀作
品の表彰があり、里浦小学校６年の加

か

藤
と う

史
ふ み

さんと第
二中学校１年の亀

か め

井
い

梨
り

南
な

さんが朗読したほか、各地
域の老人クラブ会員らによる芸能大会も行われ、
大正琴や舞踊などが披露されました。

■プラチナ婚の祝状を受け取る野口さんご夫妻

第45回敬老の日のつどい
 ～いつまでもお元気で～

■ドクターヘリの説明を受ける消防隊員ら

■市のマスコット「うずしおくん」を手に意気込みを語る板東英二さん

　国民文化祭の市町村連携コンサートが近づく９月２日、
とくしま記念オーケストラと共演する第一中学校吹奏楽
部の事前レッスンが、９月30日には合唱団を含めた合同
レッスンが第一中学校で行われました。
　２日のレッスンでは木管楽器とその他の楽器に分かれ
てのオーケストラ団員２人からの指導の後、全体練習で
は指揮者の増井信貴氏から指導がありました。 「息を大き
く吸って、均等に音を出すように」 「金管楽器も歌と同じ
ように頭から音が出る感じで…」など音出しから始まり演
奏曲の最後の小節の終わり方まで、プロの高いレベルの
指導がありました。
　生徒たちは最初、緊張気味で受け答えも自信のない様
子でしたが、少
しずつ打ち解け
てくるとレッス
ンの終わりには
質 問 が 続 く な
ど、コンサート
に向けて意欲に
満ちたレッスン
となりました。

 国文祭コンサートに向け
　   一中吹奏楽部にプロの指導

■真剣に指導を受ける一中吹奏楽部員ら
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【
問
】四
国
市
民
法
務
サ
ポ
ー
ト

森
江
☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１

吉
田
☎
０
９
０･

７
９
７
１･

７
５
９
１

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金

に
関
す
る「
社
会
保
険
労
務
士
の
無
料

相
談（
予
約
制
）」を
開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】10
月
18
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時　
※
次
回
は
11
月
15
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所
☎
６
５
５・０
９
２
０

特
設
行
政
相
談

　
10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は「
行
政
相

談
週
間
」で
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
行

政
相
談
委
員
に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
行
政
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
要

望
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

【
と
き
／
と
こ
ろ
】10
月
21
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時
／
ウ
チ
ノ
海
総
合
公

園（
鳴
門
の
ま
つ
り
会
場
内
テ
ン
ト
）

【
問
】市
役
所
秘
書
広
報
課　
☎
６
８
４

･

１
４
４
０

若
者
の
就
労
相
談
会（
無
料
・
予
約
制
）

　
働
い
て
お
ら
ず
、
職
業
訓
練
も
学
校

も
行
っ
て
い
な
い
若
者
の
働
く
こ
と
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
家
族
か
ら

の
相
談
も
可
）

【
と
き
】10
月
22
日（
月
）午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
経
済
棟
２
階
会
議
室

【
問
】と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
協
力
を

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
や
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
対

す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

【
問
】市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
８
５･

７
１
７
０

10
月
か
ら
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　
過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
の
期
間
の
あ
る
方
は
、
お

申
し
込
み
に
よ
り
、
10
月
か
ら
平
成
27

年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
が
、
過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長

（
後
納
制
度
）さ
れ
ま
す
。

◆
後
納
制
度
の
お
知
ら
せ
の
発
送

【
送
付
対
象
者
】

・
平
成
15
年
１
月
か
ら
平
成
15
年
３
月

に
対
象
期
間
を
有
す
る
者

【
送
付
日
】11
月
30
日
～
12
月
19
日

【
問
】市
役
所
市
民
課 

☎
６
８
４･

１
１
３
８

講
座・教
室・試
験
な
ど

鳴
門
教
育
大
学
大
学
開
放
推
進
事
業

◆「
算
数
お
も
し
ろ
教
室
」

【
と

き
】10
月
６
日（
土
）午
後
１
時
30

分
～
４
時　
※
参
加
費
無
料

【
と
こ
ろ
】鳴
門
教
育
大
学
講
義
棟

【
対
象
者
】小
学
生
、
保
護
者
、
教
員

【
講
師
】佐さ

伯え
き

昭あ
き
ひ
こ彦

・
坂さ

か

井い

武た
け

司し

准
教
授

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

◆
三
輪
自
転
車
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
ア
ン
テ
ナ（
タ
ワ
ー
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
電
動
ミ
シ
ン
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド 

【
問
】市
消
費
者
協
会

☎
６
８
６･
３
７
７
６

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

【
と
き
／
と
こ
ろ
】10
月
５
日（
金
）午
後

１
時
～
４
時
／
市
役
所
共
済
会
館
３
階

小
会
議
室

【
問
】徳
島
県
司
法
書
士
会  

☎
６
２
２

･

１
８
６
５

無
料
調
停
相
談

　

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
な
ど

の
問
題
で
お
困
り
の
方
の
相
談
に
、
弁

護
士
と
民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
応
じ

ま
す
。

【
と
き
／
と
こ
ろ
】10
月
10
日（
水
）午
前

10
時
～
午
後
３
時
／
市
役
所
共
済
会
館

３
階
大
会
議
室

【
問
】鳴
門
調
停
協
会
事
務
局（
鳴
門
簡

易
裁
判
所
内
）☎
６
８
６･

２
７
１
０

無
料
法
務
相
談

【
と
き
／
と
こ
ろ
】10
月
15
日（
月
）午
前

11
時
～
午
後
１
時　
※
事
前
予
約
制
／

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
・
会
議
室

【
内

容
】暮
ら
し
の
法
務
相
談
全
般

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 10月12日㈮ 午後１時〜４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 10月19日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所本庁１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

成年後見制度相談 10月17日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談 月～金曜　午前８時30分～午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）10月10日㈬午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月～金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時～６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無料相談

10月のクリーンセンター業務案内
　６日（土）は三連休の初日にあたります
ので、午前８時30分から正午まで、ごみ
持込受付を行います。
　８日（月）体育の日は、クリーンセン
ター休業日（ごみ収集・持込受付ともに
休み）ですので、お間違いのないようお
気を付けください。

【問】クリーンセンター☎683・7570  

今月の納期
市・県民税　　　　    第３期
国民健康保険料　　  第５期
介護保険料　　　　  第５期
後期高齢者医療保険料    第３期
10月31日（水）までに市役所税
務課、保険課または指定金
融機関で納めてください。

野焼きは禁止
　ごみの野焼きは一部の例外を除
いて法律で禁止されています。ご
みは庭などで焼却せずに決められ
た方法で処理してください。

【問】市環境政策課
☎683・7571

■切り取って電話機の隣や玄関などに貼ってお使いください。 14平成24年10月号



（
月
）午
後
２
時
～
４
時

【
募
集
】両
日
と
も
、20
人
程
度（
先
着
順
）

【
準
備
物
】絵
筆
、
水
性
絵

具
、
墨
、
鉛
筆
な
ど

●
手
す
き
は
が
き
教
室

　
手
す
き
は
が
き
作
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】10
月
30
日（
火
）、
11
月
12
日

（
月
）午
前
10
時
～
正
午

【
募

集
】10
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
、
タ
オ
ル

３
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
１
枚

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
階

環
境
学
習
館

【
問
・
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
学
習
館　
☎
６
８
３・７
５
６
８

介
護
予
防
栄
養
教
室

シ
ル
バ
ー
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ

【
対

象
】要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

で
、
全
３
回
を
通
し
て
受
講
で
き
る
方
。

■
木
津
元
村
集
会
所
で
開
催

【
と
き
／
定
員
】10
月
12
日（
金
）、
11
月

９
日（
金
）、
12
月
14
日（
金
）の
午
前
10

時
～
午
後
１
時
／
10
人

※
初
受
講
で
、
大
津
町
・
撫
養
町
木
津

地
区
の
方
を
優
先
。

【
申
込
先
】包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

☎
６
８
６・１
１
３
９
※
10
月
８
日
締
切

■
里
浦
公
民
館
で
開
催

【
と
き
／
定
員
】10
月
30
日（
火
）、
11
月

27
日（
火
）、
12
月
18
日（
火
）の
午
前
10

時
～
午
後
１
時
／
20
人

※
初
受
講
で
、
里
浦
町
・
撫
養
町
川
東

地
区
の
方
を
優
先
。

【
募
集
人
数
】40
人

◆「
ア
ワ
ー『
い
き
い
き
リ
ズ
ム
運
動
』教
室
」

【
と

き
】10
月
13
日
～
平
成
25
年
２
月

11
日
の
間
に
計
14
回
開
催　
午
前
10
時

～
11
時
30
分　
※
参
加
費
無
料 

【
対
象
者
】幼
児
、
児
童
、
生
徒

【
と
こ
ろ
】鳴
門
教
育
大
学
健
康
棟
ほ
か

【
講
師
】田た

中な
か

弘ひ
ろ

之ゆ
き

教
授
、
安あ

ん
ど
う藤 

幸み
ゆ
き 

氏

【
募
集
人
数
】30
人

　
こ
の
ほ
か
、
公
開
講
座「
遍
路
道
の
遺

産
を
た
ど
る
」や
、
こ
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座（
ど
ち
ら
も
受
講
料
必
要
）を

10
月
中
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
・
申
込
方
法
】電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
鳴
門
教
育
大
学
社
会

連
携
課
社
会
連
携
チ
ー
ム（
☎
６
８
７・６

１
０
１
／
FAX
６
８
７・６
１
０
０　
Ｅ
メ
ー

ル
：chiiki@

naruto-u.ac.jp

）へ
。

旬
の
魚
の
捌さ

ば

き
方
教
室 

参
加
者
募
集
！

【
と
き
／
と
こ
ろ
】10
月
27
日（
土
）午
前

９
時
30
分
～
正
午
／
北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
材
料
費
】１
５
０
０
円（
お
土
産
あ
り
）

【
準
備
物
】良
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ
ロ

ン
、
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装

【
問
・
申
込
方
法
】23
日（
火
）

ま
で
に
市
役
所
農
林
水
産
課

（
☎
６
８
４・１
１
５
２
）へ
。

※
定
員
30
人（
先
着
順
）

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

●
絵
手
紙
教
室

　
手
す
き
は
が
き
を
利
用
し
て
絵
手
紙

を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
と

き
】10
月
30
日（
火
）、
11
月
12
日

【
申
込
先
】包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
貴
洋
会

☎
６
８
３・１
０
７
５
※
10
月
20
日
締
切

催
し

鳴
門
百
景
・
写
真
展

in
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
と

き
】９
月
30
日（
日
）～
10
月
28
日

（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
事
務
所

☎
６
８
７・３
１
７
５

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

　
　
　
　
　
　
わ
く
わ
く
秋
パ
ー
ク

【
と

き
】10
月
７
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
４
時（
雨
天
時
８
日
へ
順
延
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内

容
】わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
体
験「
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」「
グ
ラ
フ
ィッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
」「
マ
ジ
シ
ャ
ン
」・
ゾ
ー
ブ
に
乗
ろ

う
・
牛
乳
パッ
ク
は
が
き
づ
く
り
・
お
も

ち
ゃ
の
病
院
・
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
・
蒼

竜
神
マ
ヴ
ェ
ル
シ
ョ
ー
・
エ
コ
キ
ャッ
プ
回

収
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
15
区
画
）

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー　
☎
６
８
７・３
１
７
５

幸し
あ
わ
せ福

な
ま
ち
づ
く
り
考こ
う

in
な
る
と

　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク（
出
演
：
村む

ら

田た 

幸さ
ち

子こ

氏［
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
］、
山や

ま

上か
み 

敦あ
つ

子こ

氏［
鳴
門
市
医
師
会
］、
山や

ま

口ぐ
ち 

浩ひ
ろ

志し

氏［
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ど
り
ー
ま
ぁ
サ
ー
ビ
ス

理
事
長
］、
泉

い
ず
み 
理み

ち
ひ
こ彦
氏［
鳴
門
市
長
］）

や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
幸
せ
な

時
間
」の
上
映
な
ど

【
と
き
／
と
こ
ろ
】10
月
20
日（
土
）午
後

０
時
30
分
開
場
／
市
文
化
会
館　

【
問
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

山
び
こ
へ
る
ぷ　

☎
６
１
２・８
５
５
１

鳴
門
町
高
島
一
周
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

【
内

容
】平
地
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
8.5
㌔

【
と

き
】10
月
７
日（
日
）午
前
９
時
出

発
、
11
時
30
分
解
散（
小
雨
決
行
）

【
集
合
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
申
し
込
み
】当
日
受
付　
午
前
８
時
40

分
〜
50
分 

※
参
加
費
２
０
０
円（
中
学

生
以
下
無
料
）、  

幼
児
は
保
護
者
同
伴

【
準
備
物
】帽
子
・
タ
オ
ル
・
リ
ュ
ッ
ク

･

水
筒･

雨
具
・
手
袋（
昼
食
不
要
）

※
記
念
品
と
軽
食
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
問
】市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　
緒

方　
☎
０
９
０・８
６
９
５・３
３
７
３

第
44
回
北
灘
ま
つ
り

【
芸
能
の
部
】10
月
８
日（
月･

祝
）午
後
１

時
か
ら
／
北
灘
公
民
館
／
カ
ラ
オ
ケ
、

舞
踊
な
ど

【
展
示
の
部
】10
月
27
日（
土
）、
28
日

（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時
／
北
灘
公

民
館
／
盆
栽･

彫
刻･

俳
句･

ち
ぎ
り
絵･

手
芸･

生
け
花
な
ど
の
展
示
、
小･

中
学

生
作
品
展

【
お
祭
り
広
場
】10
月
28
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
／
大
浦
漁
港
横
ふ
れ
あ
い
公
園

／
獅
子
舞
、
葛
城
神
社
お
練
り
、
三
味

線
、
も
ち
つ
き
、
北
灘
ソ
ー
ラ
ン
、
中

学
生･

一
般
の
方
に
よ
る
模
擬
店

【
問
】北
灘
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
６
８
２･

０
４
４
２

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】　●10月６日（土）〜11日（木）GⅢ新鋭リーグ
第１戦中道善博杯争奪スポニチ賞 ●18日（木）～21日（日）オラレ美馬
開設３周年記念 ●25日（木）〜28日（日）エディウィン鳴門開設１周年記念
【場外発売】　●10月６日（土）〜８日（月・祝）GⅡ MB大村［大村］ 
●９日（火）〜11日（木）GⅢ 多摩川女子［多摩川］ ●16日（火）〜17日（水）
GⅠ 芦屋［芦屋］ ●16日（火）GⅢ 徳山［徳山］ ●17日（水）〜21日（日）常滑
女子［常滑］ ●23日（火）〜28日（日）SG福岡全日本選手権［福岡］
【エディウィン鳴門】　●10月２日（火）・３日（水）は休館いたします。

新池川の浄化活動参加者募集
　新池川周辺で清掃奉仕を行います。

【と　き】10月７日（日）午前９時から
【ところ】鳴門警察署西側広場
【問】新池川をきれいにする会　乾
☎090・3181・1402

15 平成24年10月号



催　

し

○
第
５
回
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示
会

　
鳴
門
市
、
東
か
が
わ
市
、
南
あ
わ
じ

市
の
３
市
の
小
学
３
、４
年
生
を
対
象

に
募
集
し
た「
わ
が
ま
ち
自
慢
」の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
45
点
を
展
示

し
ま
す
。

【
と

き
】10
月
20
日（
土
）午
前
９
時
～

28
日（
日
）午
後
５
時
30
分
※
月
曜
休
館

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
３
階
展
示
室

【
問
】市
役
所
企
画
課　
☎
６
８
４･

１
１
２
０

恋
活
・
婚
活
★
う
ず
し
お
Ｂ
Ｉ
Ｇ

パ
ー
テ
ィ
ー
１
２
０
VS
１
２
０

　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
と
ホ
テ
ル
自
慢
の
料

理
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
雄
大
な
鳴

門
海
峡
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
散
策
、

そ
し
て
出
逢
い
を
！

【
と

き
】10
月
21
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
リ
ゾ
ー
ト
ナ

ル
ト
、
鳴
門
公
園

【
主

催
】鳴
門
市
、
㈱
エ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト

※
第
Ⅰ
部
、第
Ⅱ
部
と
も
に
料
理
付
き

■
第
Ⅰ
部
：
午
前
11
時
か
ら

【
年

齢
】男
性
36
才
～
48
才
・
女
性
48

才
ま
で
※
男
女
そ
れ
ぞ
れ
定
員
50
人

【
参
加
料
】男
性
５
千
円
・
女
性
３
千
円

■
第
Ⅱ
部
：
午
後
３
時
か
ら

【
年

齢
】男
性
23
才
～
35
才
・
女
性
35

才
ま
で
※
男
女
そ
れ
ぞ
れ
定
員
70
人

【
参
加
料
】男
性
５
千
円
・
女
性
３
千
円

【
問
・
申
込
方
法
】完
全
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
10
月
20
日（
土
）ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
㈱

エ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト（
☎
６
８
３・６
１
６
１
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ http://

acnet.org 

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
３
回
み
な
さ
ん
と
島
民
運
動
会

　
島
田
小
学
校
で
運
動
会
を
開
催
し
ま

す（
パ
ン
食
い
競
争･

ラ
ム
ネ
飲
み
競
争

な
ど
）。
市
内
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
と

き
】10
月
28
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

※
参
加
自
由
で
す
。
雨
天
の
場
合
、
体

育
館
で
開
催
し
ま
す
。

【
問
】宮
本　
☎
６
８
８･

１
２
８
１

阿
波
大
正
浪
漫
バ
ル
ト
の
庭

秋
ま
つ
り　
※
入
場
無
料

　

吉
本
芸
人
梶
剛
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、

阿
波
踊
り
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
カ
ン

フ
ー
実
演
。
イ
ベ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
食

事
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
。

【
と

き
】10
月
28
日（
日
）午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時

【
問
】阿
波
大
正
浪
漫
バ
ル
ト
の
庭（
大

麻
町
桧
）☎
６
８
９・２
１
６
３

募　

集

優
良
従
業
員
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

　
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
従

業
員
で
、
勤
務
成
績
が
特
に
優
秀
な
方

を
、
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
11
月
20
日（
火
）に
表
彰
し
ま

す
。
該
当
す
る
従
業
員
の
い
る
事
業
者

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】勤
続
10
年
、
20
年
、
30
年
、

40
年
以
上
の
方

【
問
・
申
込
先
】10
月
31
日（
水
）ま
で
に

鳴
門
商
工
会
議
所（
☎
６
８
５

・
３
７
４
８
）、
大
麻
町
商
工

会（
☎
６
８
９・０
２
０
４
）へ
。

賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
市
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
連
絡

協
議
会
で
は「
不
法
投
棄
を
な
く
し
、

自
然
豊
か
な
鳴
門
市
の
景
観
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
」こ
と
を
目
的
と
し
、
市

内
各
地
に
お
い
て
不
法
投
棄
物
の
一
掃

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
に
必

要
な
草
刈
機
や
運
搬
車
両
な
ど
の
物
品

や
燃
料
は
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
賄
っ

て
お
り
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
目
的
に
賛
同
し
、
実

際
の
作
業
に
は
参
加
せ
ず「
会
費
」で
財

政
的
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
商
店

お
よ
び
個
人
・
法
人
を
対
象
に
賛
助
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
年
会
費
は
１
口
千
円
で
、
複
数
口
ご

加
入
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
の

ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
・
申
込
先
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

廃
棄
物
対
策
課
☎
６
８
３・７
５
７
３

「
第
九
」合
唱
団
員
募
集

　
平
成
25
年
６
月
２
日（
日
）に
開
催
さ
れ

る
第
32
回
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン「
第
九
」交
響

曲
演
奏
会
の
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
参
加
資
格
】中
学
生
以
上
で
練
習
ノ
ル

マ
を
達
成
で
き
る
方
。「
第
九
」初
演
95

◆10月６日（土）午前８時30分～午後０時30分
【取り扱い業務】戸籍謄抄本・除籍謄抄本交付、住民票の写しな
ど交付、印鑑登録証明書交付、印鑑登録業務
※住所の異動はできませんので、ご注意ください。
※11月第一土曜日は祝日のため、開設を中止とさ
せていただきますので、ご了承ください。

【問】市役所市民課　☎684･1135

10月第一土曜日市民課開設のお知らせ

小学校でマツタケ狩り学習　昭和41年（1966）
昭和を語る一枚の写真

　秋の味覚の代表といえばマツタケです。市内にも昭
和40年代まではマツタケの生える山がありましたが、
山の荒廃で現在ではマツタケ狩りもみられなくなりま
した。
　昭和41年10月21日、北灘西小学校の６年生32人が学
校の社会科授業でマツタケ狩りを楽しみました。
　同校では、学校裏山のアカマツ林に数年前からマツ
タケが生えるようになり、マツタケの成育を社会科の
学習に役立てようと全校児童で観察記録をつけながら
見守ってきました。この日は担任の先生から発生場所
の状況や繁殖方法、マツタケの特徴などを聞いた後、
大きく成長したマツタケを囲んで観察しました。観察
後は給食の時間、みんなでおいしくいただいたことが
当時の新聞にも掲載されています。

市文化会館10月の駐車制限日程

※市文化会館を利用される方は
　ご駐車ください。

◆７日（日）９:00～17:00
◆14日（日）９:00～17:00
◆19日（金）９:00～22:00
◆20日（土）９:00～17:00

◆21日（日）９:00～22:00
◆26日（金）９:00～22:00
◆27日（土）９:00～22:00
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周
年
記
念
事
業
の
陶
板
製
作
に
賛
同
い

た
だ
け
る
方
。
学
生
以
外
は
会
員
加
入

（
年
会
費
８
千
円
）が
条
件
。

【
募
集
人
数
】６
０
０
人（
県
内
２
５
０
人
）

【
参
加
費
用
】２
万
９
千
円（
陶
板
製
作

料
、
交
流
会
費
、
昼
食
代
含
む
）、
大

学
生
千
円（
昼
食
代
含
む
）、
中
・
高
校

生
は
無
料

【
申
込
み
】10
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
申

込
書
に
参
加
費
用
を
添
え
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
鳴
門「
第
九
」を
歌
う
会
事
務
局（
市

文
化
会
館
内 
☎
６
８
６・９
９
９
９
）へ
。

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し
※
入
場
無
料

出
版
記
念「
絶
滅
危
惧（
花
）写
真
集
」

　
写
真
集
出
版
記
念
と
し
て
絶
滅
危
惧

の
花
の
写
真
を
30
点
ほ
ど
展
示
し
ま
す
。

【
と

き
】10
月
27
日（
土
）～
30
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

【
問
】谷
川 

☎
０
９
０・８
６
９
４・４
３
３
０

図
書
館

 

撫
養
街
道
写
真
展

【
と

き
】10
月
19
日（
金
）～
28
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

【
主

催
】県
立
鳴
門
渦
潮
高
等
学
校

10
月
の
休
館
日

▼
１
日（
月
）▼
８
日（
月
）《
体
育
の
日
》

▼
９
日（
火
）《
振
替
休
日
》▼
10
日（
水
）

～
18
日（
木
）

【
特
別
蔵
書
整
理
】▼
22
日（
月
）▼
29
日

（
月
）▼
31
日（
水･

館
内
整
理
日
） 

【
問
】市
立
図
書
館 

☎
６ 

８ 

５ ･

０
２
５

５
／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

　鳴門が誇る歴史・伝統・観光資源に関する知識を楽しく
学び、鳴門を訪れる皆さまに、おもてなしの心で案内する

「なると観光ボランティアガイド」を養成する講座です。
　講座を修了し、「なると観光ボランティアガイド会」へ
の登録後は、会の一員として観光客の皆さまの案内役
や、市内でのイベント活動に参加していただけます。

【受講期間】11月～平成25年１月の間に10講座を開設予
定。講義は水曜日の午後７時～８時30分、実地研修は土曜
日の午後に実施予定。ただし都合により変更の場合もあり。

【受講対象】 市内在住、在勤、在学などの満18歳以上の
方（高校生を除く）。または、当協会が適当と認めた方。

【募集人員】 25人程度
【募集期限】 10月31日（水）まで
【講座内容】 「鳴門市について」 「観光ガイドの見学」など
の講義および実地研修を予定　　　

【受　講　料】 受講料は無料、ただし資料代などの実費と
して3,000円が必要

【問】 一般社団法人 鳴門市うずしお観光協会
〒772-0003　鳴門市撫養町南浜字東浜31番36　　
☎684・1731／FAX684・1732／URL http://www.
naruto-kankou.jp※詳細は、10月上旬に鳴門市うずし
お観光協会のホームページに掲載します。

「なると観光ボランティアガイド」
　   第６期生養成講座 受講生募集

スカパー！Ｐｒｅｓｅｎｔｓ 
徳島ヴォルティス
パブリックビューイング

　漁業調整委員会委員の選挙人名簿を
次のとおり縦覧します。

【と　き】10月20日（土）～11月３日（土）
　　　　午前８時30分～午後５時  ※土日除く

【ところ】市選挙管理委員会事務局（市役所分庁舎）
【問】市選挙管理委員会事務局 ☎６８４・１１７８

漁業委員選挙人名簿の縦覧

　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▶10月１日から　行政相談について　▶10月21日から　ヘルスメイトの活動紹介
鳴門ビデオボランティア制作番組
▶10月１日から
①カローリング大会／豊田三郎（板東）
②駅のある海水浴場／杉原勲（徳島市）

▶10月21日から
①鳴門線を行く／豊田三郎（板東）
②鶴林寺／杉原勲（徳島市）

市民チャンネル番組ガイド

10月の徳島ヴォルティスホームゲーム
（ポカリスエットスタジアム日程）
10月21日（日）18:00～ 対 カターレ富山 
10月28日（日）15:00～ 対 東京ヴェルディ

【問】徳島ヴォルティス ☎672･7339

障害者虐待防止法が施行
　虐待の防止、保護などに
より、障がいをお持ちの方
の権利や利益を守るため10
月から施行されます。
　虐待に気付いた方には、
市の担当窓口への通報が義
務付けられています。障がいをお持ちの方が安心し
て生活できるよう、ご協力をお願いします。

【相談・通報窓口】市障がい者虐待防止センター
（平日）☎684・1219
（平日夜間・土日祝日・年末年始）☎080・2976・3293
FAX 684・1337

【試合開始】午後２時 （開場：午後１時）
　10月７日（日）、2012シーズンJ２リーグ戦（アウェイゲー
ム）の試合模様を、鳴門市文化会館において生中継し
ます。グッズ販売、飲食販売、ハーフタイム抽選会、
餅つきなどのイベントも行います。みんなで徳島ヴォル
ティスを応援しましょう。

【会　　場】 市文化会館
【対戦相手】 ヴァンフォーレ甲府
【入　場　料】 無料
【定　　員】 1,500人（定員に達した場合、安全確保
のため入場制限をする場合がございます。）

【問】 徳島ヴォルティス（☎672・7252）
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徳島大学三浦先生の体力向上教室   参加無料

徳島県小児救急医療体制について

健康保険鳴門病院　連携事業
転倒予防教室（講話・実技）

鳴門病院糖尿病教室
　糖尿病治療は正しい知識を身に付けることから第一
歩が始まります。スライドによる講義や体験しながら
学ぶ教室です。
【と　き】10月９日（火） 、23日（火） 11月13日（火）、27日（火）
　　　　※午後２時～３時30分、
　　　　12月11日（火）［試食会］※午前11時～午後１時
【ところ】鳴門病院３階大会議室
【参加費】同院にて糖尿病治療中の方・かかりつけ医で
治療を受けている方（必ずかかりつけ医を通してお申し
込み下さい）は、健康保険適応となり負担割合に応じた
料金が必要。それ以外の方は、800円／月。試食会は千円。
【問・申込先】　試食会のみ事前の申し込みが必要。
鳴門病院栄養科　☎683・1854

10月１日（月）より徳島市夜間休日急病診療所（ふれあい健康
館１階、徳島市沖浜東２丁目16番地）の診察受付終了時間が
午後10時30分になります。お気をつけください。

診療日 受付時間
平日夜間 午後７時30分〜10時30分

日曜日・祝　日
12月31日・１月１・２・３日

午前９時〜午後５時
午後６時〜10時30分

急に具合が悪くなり、かかりつけの医師に診てもらえな
い時に診療所をご利用ください。
問 徳島市夜間休日急病診療所 ☎622･3576

　高齢者の健康の維持・増進と運動習慣のきっかけづく
りに「体力向上教室」を開催します。
【とき・ところ】10月24日～平成25年１月16日　毎週水曜日
■ケアハウスなると　午前９時～10時
　※撫養町川西地区（木津を除く）、 鳴門西地区の方
■瀬戸公民館　午前10時30分～11時30分
　※瀬戸町、北灘町、鳴門東地区の方
【対象者】要支援・要介護認定を受けていない市内在住の
65歳以上の方
【内容】ダンベル・ラバーチューブ・バランスボールなど
を使った運動、体力測定
【申し込み】10月12日（金）までに、ケアハウスなるとに参
加希望の方は地域包括支援センター緑会（☎685･1555）
へ。瀬戸公民館に参加希望の方は地域包括支援センター
やまかみ（☎683･6727）へ。

【対象者】：市内在住の65歳以上の方で要介護・要支援認
定を受けていない方　　　　
【講　師】：鳴門病院リハビリテーション部　理学療法士

 集団がん検診のご案内　　 受けなソンソン!! 大腸がん検診
【対象者】以下の全てに該当する方
●鳴門市に住民登録されている方●平成25年３月31日を
基準日として、40歳以上の方で平成24年４月１日以降に
受診されていない方（ただし骨粗しょう症の検診は30～
70歳の女性で、２年に１回の受診となります）
【と　き】10月27日（土）、11月20日（火）、12月５日（水）、平成
25年１月９日（水）の午前９時～９時30分受け付け
※骨粗しょう症の受け付けは午前10時30分～11時
【ところ】老人福祉センター

受診料が無料となる方の条件や申し込み方法は広報なると９月号をご覧ください。
検診種別 料　金

集
団
検
診

胃がん 1,000円

肺がん レントゲンのみ　　300円
レントゲン＋喀痰　800円

大腸がん 500円
骨粗しょう症 600円

　大腸がん予防の講演会を聞いて、その後に大腸がん検
診を一緒に受けませんか！
【と　き】11月４日（日）午後１時30分から
【ところ】共済会館３階大会議室
【プログラム】
①午後１時30分〜／講演 「受けなソンソン!!大腸がん検

診」／講師：公益財団法人とくしま未来健康づくり機
構専務理事センター長　本

ほん

田
だ

浩
ひろ

仁
ひと

先生
②午後２時30分〜／大腸がん検診の容器配布（検診料：500円）
【対象者】以下の全てに該当する方
●鳴門市に住民登録されている方 ●平成24年４月以降、
大腸がん検診を受けていない方で平成25年３月31日を基
準日として40歳以上の方
【検診料金免除者】
①大腸がん検診無料クーポン券をお持ちの方
②70歳以上の方
③65歳から69歳以下の障がい認定による後期高齢者医療
　受給者の方
④対象年齢で生活保護に属する方
⑤対象年齢で市民税（当該年度）非課税世帯に属する方
※④⑤に該当する方は、免除申請の手続き
が必要です。
※ 容器配布をご希望の方、免除申請の手続
きが必要な方は事前に健康づくり課へお申
し込みください。 お申し込みは、電話、ファ
クス、Eメールをご利用ください。

「腰と膝の痛み対策」
講師　看護学校教員　冨

とみ

樫
がし

和
かず

代
よ

、近
こん

藤
どう

博
ひろ

志
し

【と　き】10月26日（金）午前11時～正午
【ところ】東徳島医療センター附属看護学校第２教室
【内　容】普段、腰や膝の痛みでお悩みの方を対象に、腰、
膝の痛みの原因、治療、自宅でできる対策などをお教え
します。参加費は無料です。また、骨密度や体脂肪の測
定ができます。
【問い合わせ・申込み】10月19日（金）までに、住所・連絡先・
氏名・年代・性別を「看護学校公開講座」宛てに電話、
またはファクスしてください。
 （☎672・4534／FAX637・5503）

と　き 講師／
ところ

申し込み先
※前日までに下記地域包括支援センターへ

10月12日（金）
午後１時30分～

川村 圭司／
板東公民館

おおあさ　☎ 689･3738
　　　  　 FAX 689･3310

10月18日（木）
午前10時30分～

福池 映二／
北灘公民館

やまかみ　☎ 683・6727
　　　  　 FAX 683・6728

11月７日（水）
午後１時～

児玉 亮太／
吉永集会所

ひだまり　☎ 686・1139
　　　  　 FAX 686・1179

11月15日（木）
午前10時30分～

竹田 絵理／
里浦公民館

貴　洋　会　☎ 683・1075
　　　  　 FAX 683・1076

11月29日（木）
午後１時30分～

川村 圭司／
鳴門公民館

緑　　会　☎ 685・1555
　　　  　 FAX 685・8886
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1446
成人保健担当：☎684・1137
FAX684・1336

予防接種担当：☎684・1206
栄養指導担当：☎684・1232
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

10月６日（土） 　　8：30～12：30
11月３日（土・祝） 8：30～12：30
健康相談：体脂肪、骨密度測定できます。

お元気ＳＵＮROOM 土曜日の開所日

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜 午後６時～11時/日曜・祝日 午前９時～午後11時
◎午後11時からは、かかりつけ医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
10月７日 浜中内科医院 弁財天 内 ･ 循 677･5755

８日 えだがわ小児科 三ツ石 内 ･ 小 687･0930
14日 かわの内科アレルギー科 立 岩 内 ･ 呼 ･ アレ 683･1355
21日 岩 朝 病 院 立 岩 内･外・泌（透析） 685･8855
28日 岡田整形外科 吉 永 整 ･ リウ ･ リハ 685･3391

11月３日 南 海 病 院 土佐泊浦 精 ･ 神 ･ 内 687･0311
11月４日 原 田 内 科 矢 倉 消 ･ 内 ･ リハ 685･3351

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３ 歳 児 健 診 10月12日㈮ 平成21年４月生まれ 12:30～13:00
１歳６か月児健診 10月18日㈭ 平成23年４月生まれ 12:30～13:00
９か月児 健 診

10月11日㈭
平成23年12月生まれ 12:20～12:40

４か月児 健 診 平成24年５月生まれ 13:00～13:20

股関節脱臼検診 10月26日㈮ 平成24年５月生まれ
平成24年８月生まれ 12:40～13:00

10月乳幼児健診の日程表 （老人福祉センター 3F）

市役所健康づくり課☎684・1137 

やなぎさわ　    ゆき  お

は   せ   　か   よ   こ

ほりうち    　のりあき

やま むら  とく じ  ろう
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31日
現
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26,347	世

帯
 （
前
月
よ
り
	16世

帯
減
 ）	
出
生
	
36人
	
死
亡
	
70人

人
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62,091	人

	（
前
月
よ
り
	17 人

 減
 ）	
転
入
	
182人

	
転
出
	
165人

※本誌はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。 20平成24年10月号
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